近世三陸の海における領域と境界(1)　横浜市立大学所蔵『徳兵衛・佐五平渡海記録』の紹介を通じて by 松本 郁代 & 龍崎 孝
はじめに
二〇一一年三月の東日本大震災によって被害を受けた岩手県と宮城県の太平洋沿岸部にあたる、いわゆる三陸に
おける海の空間認識がどのように形成されたのか、本論では近世における地図や叙述を通じ、以下、三回にわたり
論じていくものである。
三陸における津波被害の記録は、甚大なものでは貞観十一年（八六九）の貞観地震から始まる。度重なる大規模
な津波はこの地域に大きな被害をもたらしたが、人々
の暮らしは平成の今も続いている。三陸沿岸部に暮らす人々
の生活や文化の継承の理由を知るには、彼らが津波をもたらす海に対しどのような認識を持ち、暮らしの中で海が
どのような空間として利用されてきたのかを明らかにする必要がある。
さて、近世は国内に統一的かつ強力な政治権力である江戸幕府が出現し、貨幣経済の進化とともに国内の経済シ
ステムが複雑、精緻化し、コメや商品の需要が拡大したことから流通システムが発展した時期でもある。これによ
り、河川や海を使った船による水運・海運が隆盛し、三陸においても南部藩や一関藩、伊達藩の回米や、長崎から
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中国へ輸出するための海産物、いわゆる俵物を回送するために新たな海の航路を生んだ（１）。また世界史的にみれば、
植民地主義、重商主義が進む西欧社会からの影響を無視できない時代でもあった。このような動向の中、三陸沿岸
にも寛永二十年（一六四三）、現在の岩手県山田町にオランダ船が来訪したように（２）、西欧各国の外航船が現れ始め
た。ヤマトによる支配のあと三陸を含む東北は「陸奥」と称された。畿内や江戸など東国における政権の中枢からみ
れば、東北は主要陸上交通路の行き着く先であり、さらに三陸はその中でも最も「辺境」の地域とされた。そのよ
うな三陸の姿を描いた地図や叙述は、作成主体による空間認識を表象化したもの、という一面を持つ。しかし、集
落名や街道までを詳細に描いた三陸の地図は、江戸幕府が諸藩に作製を命じた「正保国絵図
（3）」まで待たなければ
ならない。また、叙述においては、古川古松軒（一七二六～一八〇七）の『東遊雑記』、菅江真澄（一七五四～一
八二九）のいわゆる「諸国遊覧記」など、陸上をつうじた紀行文があるが、三陸に関する叙述はきわめて少ない。
たとえば近世中期の一七〇〇年頃に書かれた『人国記』では、「陸奥国」を「朋友の為に無益に討ち果し、主君へ
志を忘れ、父母へ孝を忘れなどする類、その数を知らず
（４）」と表現するなど、その認識は一種の偏見すら感じさせ
る。しかし歴史的に見れば三陸沿岸は、漂流民が帰国したり外国船が漂着するなど
（５）、偶発的とはいえ国際性を受
容した場所でもあった。
本論の目的を巨視的に捉えれば、陸上のように明確な境界と領域を持たない海において、「誰」がどのような目
的で領域を明確化し維持し、そのためにどのように境界を設け、それがなぜ変化していったのか、これらの点に関
して資料を通じて明らかにしていくことである。「誰」が、という主体は幕府などの政治権力（陸からの認識）の
みならず、日本の開国、つまりは国際化や現在に至るグロー
バル化の中で、通商や水産業における漁業補給地とし
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ての経済面における包摂を意識した諸外国からの圧力（海からの認識）も対象とする。
以下、本稿では、横浜市立大学学術情報センター
所蔵「奥州仙台領小竹浜六兵衛船難風逢唐土
エ漂流書」（『徳兵
衛・佐五平渡海記録』所収）の紹介を行う。近世海運の発達によって、幕府の海禁政策によって設けた「日本」の
海という境界が、漂流と漂流民の帰国によって自壊を始めていく。同時に幕府は、それまで関知し得なかった新た
な空間の存在と情報を収集し、それが漂流民の属す藩や故郷である三陸沿岸の社会にももたらされた。このような
海における空間認識の拡大が人々
の間にも漸進・拡散した一端を、三陸を出自とする漂流民の記録から提示する。
一、問題の所在
―
海と陸をめぐる三陸の表象
三陸沖は列島沿いに太平洋を北上する日本海流（黒潮）と南下する千島海流（親潮）が交錯する、特異な自然現
象がもたらされる地域である。そのことは歴史的に三陸を出身とする漂流民や西欧諸国の船舶の来訪や漂着を登場
させたといえる。また北からの海流は東北地域における冷涼な気候をもたらし、飢饉につながったほか、地殻上の
特性が大規模な津波の発生を生むなど、三陸の社会は地球規模の自然現象に強く影響を受けてきた地域である。こ
れは近世において二十回以上の漂流事案が三陸で発生し
（６）、その漂着先がカムチャツカなどのロシアからフィリピ
ンのルソンやベトナムまで東半球の北半分という、地球の四分の一に及ぶ範囲であることからもわかる（【表１】
「三陸に関わる漂流漂着事例」参照）。
三陸は、政治や経済、文化の中心地となる首都周辺では「辺境」と認識され、表象されてきた。古代から設けら
れた中央からの主要陸路は、現在の宮城県内において北上川にぶつかると内陸沿いに方向を変え、奥羽山脈の東側、
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北上川に沿って東北地方の脊梁部に連なる平野部へと進んだ。このため太平洋岸における三陸の主要陸路は存在せ
ず、近代においても三陸沿岸の南北を縦貫する鉄道が全通したのは一九七七年（昭和五十二）のことである。三陸
は、政治・経済・交通においても常に東北の外縁部に置かれることになった。
つまり、日本における統治機構が置かれた位置から三陸は常に「辺境」にあり、拓かれた海を持ってはいても江
戸幕府の海禁政策によって、海に対する空間認識の広がりが絶たれ、「辺境」という認識が維持されたのである。
同じ海に面していても渤海などの古代中国との交流拠点だった北陸の海岸部地域と三陸とでは、海に関わる空間認
識は歴史的に大きく異なっていたと考えられる。　
だが、三陸沿岸の海流にみる自然地理的な環境条件と、大航海時代以降の西欧諸国をはじめとする世界進出が、
海流に多分に影響される航海を通じ遂行されたことからも、海を通じた三陸は、その地理的・歴史的条件において
国際性を受け入れる必然性を持っていたといえる。よって、「辺境」と表象される前者を陸からの空間認識、後者
を海からの空間認識とすれば、近世三陸とは、その二つの認識が交錯し、融解していく時代・場所である。そして
それまでの三陸の空間認識に、海から受容した空間認識が包摂されていく時代として考えられるのである。
二、本論の目的―三陸の海から「世界」をとらえる
本稿で紹介する「奥州仙台領小竹浜六兵衛船難風逢唐土
エ 漂流書」（『徳兵衛・佐五平渡海記録』）は、既述した
ような時代にあって、陸奥に在住する水主という一般人が海外にまで漂流し、知見を得て帰国し、さらに故郷に戻
ってからも藩によって再吟味を受けた際の記録である。
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佐五平らは安永三年（一七七四）に一関藩の米を積んで石巻を出港した。それ以前の寛永三年（一六二六）、伊
達藩は海運の利便性を高めるために、それまで十三濱（現石巻市北上町）であった北上川の河口を付け替え、新設
した現石巻市長浜付近の新河口（『徳兵衛・佐五平渡海記録』では「石巻川口」とある）を米の積出港にした。
江戸幕府の整備した統治機構が機能し、廻米の重要性が高まる中、従来奥州からの米は那珂湊（現茨城県ひたち
なか市）から陸路と河川を用いて江戸に向かい、北浦や利根川を経て行徳（現千葉県市川市）に運ばれ江戸に入っ
ていたが、寛文十一年（一六七一）には、幕命により太平洋沿岸を三崎（神奈川県三浦市）や下田（静岡県下田市）
まで航行し、ここでいったん南西風を待って、反転して江戸に入港する新航路が開設されたのであった。佐五平ら
はこの開設された新航路を利用し、米を無事品川に運んだが帰路に悪天候に巻き込まれ、列島沿岸を大きく離れる
ことになり、はるか西へと中国船に救助されるまで漂流することになったのである。
本資料の叙述は、水主という幕藩体制下におけるヒエラルキー
において下層にあった人物の口述にもとづくもの
である。彼らの漂流体験が、当時にあって最新となる外部世界の情報を会得し、幕府や藩にそれを伝える役割を担
ったのである。彼らはそこで見聞した内容をみだりに口外することを禁じられたが、水主がそうした経験を持ちえ
たことは、身分の上下を問わず、三陸に暮らす人々
の間において、これまでの陸からの認識とは異なる、海から受
容した空間認識を涵養することになったのではないか。幕府吟味の後、二十年以上の年月を経て、伊達藩が改めて
聞き書きを作成したことは、こうした知見の存在が武家社会や三陸沿岸部において、一定程度広まっていたことが
考えられる。
一方で、本資料に見る漂流漂着の足跡は、列島を取り巻く海流という自然現象が三陸社会に大きな影響を与えた
ことを証明している。それとともに、帰国後の吟味などが幕府だけでなく地域社会においても行われたことは、異
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国（外部世界）の情報をその地域に広める役割をも担った。このような三陸の地域性は自然地理の条件に大きく規
定されていたが、海を通じた三陸の地域性を理解してみると、陸を通じた三陸の位置とはまったく異なる独自の空
間認識が登場するのである。
古代より「辺境」に位置づけられてきた三陸は、近世に至る経済や技術の進歩によって、海を通じた諸地域との
交流を活発にし、やがて外部世界の新たな空間認識を得ることのできる地域になった。こうした海からもたらされ
た空間認識の拡大は、「津波」を含む海からの自然現象をどう暮らしの中に包摂していったのかを追究する上で重
要な視点であると考える。
（以上、龍崎　孝）
三、「奥州仙台領小竹浜六兵衛船難風逢唐土エ漂流書」解題
本写本は横浜市立大学学術情報センター
所蔵、鮎澤信太郎文庫、外題『徳兵衛・佐五平渡海記録』、内題『唐
土・天竺渡海物語』の後半に収められた「奥州仙台領小竹浜六兵衛船難風逢唐土
エ漂流書」（以下、横市本と称す）
である。前半には江戸時代はじめ朱印船貿易に携わりインドに渡った「天竺徳兵衛」の記録が筆写されているが今
回は省いた。
横市本奥書には「荒浜出役之節写之、某清兵衛」が享和四�三�年十月
（７）、仙台領荒浜湊に出役した際この漂流記を読
み、漂流民の一人であった茂七を一番陣屋へ呼寄せ「細々
相尋」ね、日本と中国との違いや「遊女町様子」など
「別段面白事」のみ記し写し置いたものである旨が記されている。漂流してから約二十七年の歳月を経ての記録で
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あるが、本書成立のもとである漂流や異国の
情報といった事実以外に、どのように漂流の
体験が当時の人々
に受容されたか、という点
からも注目することができる。特に、漂流の
事実から約二十七年を経ても、なぜ漂流の体
験が興味をもって写し継がれたのか、あるい
は、中国清と日本の比較文化的な入門書にな
っている点も注目される。
なお本書末尾には蔵書印「最上漆山半沢久
次郎蔵書」が捺されており、本書が幕末から
明治にかけての漆山（現山形市）の豪農であ
った半沢二丘（久次郎）の旧蔵書であったこ
とがわかる。また蔵書印の上部に本文内容と
関係のない「三十八番リ印」という文字が小
さく本文と同筆で記されている。
本資料は、陸奥国牡鹿郡小竹浜（現在の石
巻市）の六兵衛船乗組員十六名が江戸へ為登
米を上納し、再び小竹浜へ戻る途中に悪天候
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（資料冒頭部分）
となって漂流したが、無人島で中国船に助けられ、中国に滞在した後に帰国を果たした、約一年十ヶ月の漂流記で
ある。安永三年（一七七四）十月朔日（８）、六兵衛船は一関城主田村村隆（一七三七～一七八二）の命により「為御登米」
千石
（９）を積請け、石巻川口を出船し江戸を目指した。十一月二十二日に上納し、二十七日に品川を出帆した。その
後、十二月六日朝に奥州岩城領汐屋崎の辺りまで到達したが天候が崩れ、船は沖に流され、およそ三ヶ月後、無人
島に漂着した。しかし島に上がるために乗った伝馬船も流され、元の船にも戻れない状態になってしまった。そこ
に通りかかった中国の漁船に「日本人なり」と記した紙を見せ、助けられた。大陸では銭や菓子を恵まれ、筆談で
の取り調べを受けた後、中国福建省へ連れて行かれた。福建省におよそ二ヶ月半の滞在後、南京におよそ五ヶ月滞
在し現地の生活を体験した後、唐船に乗って長崎に帰着した。長崎奉行所でおよそ八ヶ月「御吟味」を受け、その
際、南京から長崎までの里数や遠近については「他言申間敷」とされた。そして安永五年（一七七六）八月九日に
長崎を出立、豊前国内浦、長門国下関、大坂、甲州街道を経て江戸に到着し、一関藩領主の江戸屋敷に逗留した後、
相馬・仙台に戻ったのである。仙台では再度、長崎奉行所で尋問された内容や中国からの帰途の様子など残らず話
し、さらに「唐土」より贈られた品々
を見せ、金百疋ずつ下賜されたという。本資料の最後には、中国から持ち帰
った品々
の一覧が記載され、当時は珍しかった「眼鏡」など召し上げられたものは注記されている。
中国滞在中の漂流民は「大将唐人」の世話をうけ、町並みや衣食住に関する風習や風俗を日本と比較したり、漂
流民の一人が死亡した際には葬式と墓石が建てられた話や、同じく彼らと同郷の「奥州相馬領次郎吉船沖船頭」な
ど五人が難風に逢い「唐土大麟国」に漂着した一行と現地で同じ宿となり、都合二十名の日本人が「扨々
ふしきの
出合と何れも喜悦仕」と、同郷の漂流民が漂流先で交流した記録などがある。
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本資料には、陸奥出身の漁民が意図せずして中国人に遭遇した際、筆談を通じた意思疎通が行われたり、漂流民
に対し役人が「御経のさまに真字ニて書付」た文章を見せたが、「責て一字も読メ不申」と漢文が読めなかったこ
とや、現地での生活などが説明されており、所々
「日本同様」という表現が散見する。また大陸での施餓鬼供養の
話や、大陸で百人一首の和歌を書いたところ手跡を求められた話など、意外な文化交流の記録もみられる。そして、
安永四年（一七七五）十二月十三日、長崎に唐船で無事到着した際は、御番所の役人が日本人のみならず「唐人」
にも「外道仏」（キリスト）を踏ませた様子が記され、当時の幕府による禁教政策の一端が垣間見られる。
本漂流と同様の内容を記した写本として、横浜市立大学学術情報センター
には、文化七年（一八一〇）正月付、
清内書写、画工文二の『奥州仙台領小竹浜六兵衛船難風逢唐土
エ漂流書』一冊がある。ともに同じ漂流記の内容で
あるが、本資料との大きな違いは図版が挿入されている点である。手書きで対馬と朝鮮半島の間を「四十八リ」と
結ぶ線から、鴨緑江に「朝鮮中華ノ堺」と記された中国大陸の一部（「唐略図、今日清」）の地形が描かれ、所々
に
地名が記入された地図が掲載されているほか、本文に挿入された図として、悪天候のなか翻弄される船の様子が描
かれた「難風流船龍の水巻を見て船底にかくるゝ
図」、漂流民が滞在した中国福州の町の様子が描かれた「福州城
之図」がある。詞書きの内容は本資料と漢字や仮名の使い方などに異同があったり、他方に書かれていた内容がも
う一本には記されていなかったりなどの違いはあるが、ほぼ同じ内容であるといってよい。
この漂流に関する本は、通称「六兵衛船遭難記録」として複数流布している。活字本には、もともと市立米沢図
書館『鶴城叢書』所収の『仙台領小竹浜六兵衛船難風ニ逢唐土エ漂流書』がある。本資料は佐藤雄一氏が翻刻し、橋
本晶編『石巻市史編纂資料伊寺水門』第二集（石巻市市史編纂委員会、一九七九年刊）に掲載されている（以下、
鶴城本と称す）。鶴城本奥書には、享和四年（一八〇四）正月付、三十七歳の時に漂流した「茂七」の話を「荒浜
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陣屋詰之節」に書写したとあるが、書写者の名は記されていない。この「茂七」は漂流民の一人であり、横市本奥
書に登場する「荒浜出役節写之某清兵衛」が聞き書きした相手と同一人物である。さらに内容も横市本とほぼ同様
の構成であることから、両書は奥書に共通する「荒浜陣屋」の役人が書写に関わった可能性が高い。ただし、横市
本の冒頭に説明されている「為御登米」を江戸まで運ぶ行程の叙述に一部省略があったり、日付に大幅なズレはな
いものの横市本と一日二日の違いがみられ、そのほか説明の文章表現に所々
の異同が認められる。
また、同じ漂流の内容を記述したものとして『漂海録』（気象研究所編『気象史料シリー
ズ６　異国漂流記続集』
地人書館、一九六四年刊）がある。本書の冒頭には「水主十五人、御国へ帰着の後、安永五年十月十二日、御城へ
めされ、奥御対面所の庭上にて何も申上候」と記され、仙台藩での取り調べの様子から始まっている。「安永七戊
戌（一七七八）春」の荒井盛従・富塚有義による識語には「その事実こまやかに書つとゐ画図をも加え、高覧に備
ふへきよし、平賀義雅をもて、仰を蒙り、あまさへ、宝暦初めのころ、唐土へ漂船の記、御文匣より取出たまい、
編集の一助にせよと猶もかしこき仰ことありしかは、故なふせちにいなミ奉らんも恐れあれは、かしこまりて彼記
に習ひ、今たひ漂流せし舟長なと申せし趣きそのまゝ
に書綴り、且世に在ふれたる雑書の中より、此彼ぬき書をく
わへぬ」とあり、「図ハ菊田俊行墨書」とある。横市本と同様、『漂海録』も安永に漂流した記録である。しかし、
安永五年に帰国した漂流のすぐ二年後に成立している点、幕府関係の調書を踏まえた記事がみられる点は横市本と
異なる背景に成立したことを窺わせる。ただし、『漂海録』は漂流の時期を「宝暦初め」（宝暦年間は一七五一～六
三年）の頃としており、六兵衛船の漂流にもかかわらず、横市本と漂流の時期が異なる（10）。
『漂海記』のもととなる記録を提示した平賀義雅（一七二五～一八〇二）は仙台藩奉行であったことから、仙台
藩に戻った漂流民と関わった人物であったと考えられる。また、本書の所々
に「長崎御吟味有之候処」の一文が登
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場することから、本書が長崎奉行書で取られた漂流民の調書に、新たに解説を加えたものであることがわかる。さ
らに福建省をはじめとする地理に関しては西川如見著『華夷通商考』（元禄八年〈一六九五〉刊）を引用している
ほか、中国の漁人や漁船、衣類の図、役所内の武具や橋や櫓門、弓や箭、旗や団扇の図版が加えられている。また、
水主の兵吉にはさらに現地の風俗や風習、言語等について詳しく尋問した記録が続いている。これらからこの『漂
海記』の内容は「六兵衛船遭難記録」に関する詳細な報告書として位置づけられる。
しかし、漂流に関する正確で詳細な記録のみならず、漂流の体験が当時の人々
の間でどのように受容されたかに
ついては、むしろこれらの漂流記がどのように写され展開するのか、という点から考察することができる
（11）。以下
紹介する本資料のように、文末に「面白事」を編集した旨が記されている点は、当時の人々
がどのように中国と自
分の故郷（陸奥国牡鹿郡）とを比較して見ていたか、その後、幕末から明治にかけて山形市漆山の半沢家に伝来し
たことからも、漂流民の体験を通じた異文化理解の過程を明確に示す資料として解釈できる。
四、翻刻
【凡例】
一、旧漢字・異体字は現行漢字に改めた。但し躰・扣・ゟはその限りではない。
一、特殊な読みをすると判断される漢字には、他の異本を参照し、私に平仮名でルビを付した。ただし、片仮名
ルビは原典に付されていたものである。
一、助詞としての「者」字は、「は」とした。
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一、誤字・宛字と判断される文字には、正しいと考えられる漢字を該当漢字の横に（　）で示した。
一、私に読点を付した。
一、改頁部分には　」を付した。
一、抹消された文字が判読できる場合、その文字の左側に
を付した。
奥州仙台領小竹浜六兵衛船難風逢唐土エ漂流書
奥州仙台領牡鹿郡遠島小竹浜六兵衛船・沖船頭同郡湊村百姓佐五平、乗水主炊共
ニ拾六人乗難
風逢、唐土へ漂着上、唐土之様子覚書幷便船を以長崎迄送届られ、則帰国之次第左之通、
一、同領一関城主下総守様、江戸為御登米千石積請、安永三年
午十月朔日、明方北風
ニ而、同領石巻川口出帆仕申
処、風様悪敷、同領小渕浦へ出津いたし、」同十三日、同所出帆仕候得は、昼九つ時ゟ南風に罷成候故、間切
く登候得共、次第風強相成難走候間、常州平潟
へ入津仕、同廿七日順風
ニ而同所出帆仕登走いたし候処、同廿
八日八つ時より南風ニ相成登兼候間、房州砂子津江入津仕、此所十一月十六日朝北風ニ而出帆仕、同十七日昼九つ
時、相州浦賀
江入津仕、則御関所御改を請、翌十八日首尾能江戸品川へ着船仕、同廿二日小船
ニ而荷役仕御上納
相極メ、同廿七日空船ニ而品川出帆仕候所順風無之、十二月三日迄所々
沖合懸居、同四日申風ニ而漸走下申処、平
潟沖ニ而」北風ニ成、無是悲�非�懸居候処、同六日朝より南風ニ替り、奥州岩城領汐屋崎迄参候処、同日四つ時ゟ寅風
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ニ替り走兼候間、碇壱度落掛居候へ共、次第ニ風強く浪たちに相成候ニ付、碇三度外ニ落繋留候処、夜九つ時ゟ大
雨風に罷成候
而、繋留かたく取急き巻取候得は、水主長右衛門ろくろ
ニ而打倒され気絶仕候、又外
ニ五人怪 家�我�仕
候故働方無人ニなり、格別辛労いたし、漸巻取申候所、弥増風烈敷大浪立ニ罷成、船中へ夥敷浪打こミ身命危躰
ニ相見へ候間、何れも申合、帆柱切捨、髪を切」法花経を読、其上面々
帰依之諸仏神へ余念無思ひくに念願
仕候へは、御納受有之、同八日暮時ゟ風浪静
ニ罷成候ゆへ、諸仏神皆々
拝礼仕候、扨又六日より十一日迄吹流
され、何百里沖へ漂流仕候も、ふと相知候へハ、御鬮を取、日本之地ゟ何程隔候とおしへを得可申と、皆々
垢
離を取、信心いたし御鬮祓候処、三百五拾里余陸地離候、御鬮の教ニ而皆々
気を打申候、夫より北風ニ相成候間、
桁を帆柱に直し、同十二日昼時ゟ西方へ走申候処、追々
風波静に罷成候、同十二日小雨降り候処、程近き」沖
合ニ而龍の水巻有之、此海に当り候へは即死仕候由、兼而伝聞候間、皆々
船底へ隠居候処、間も無雲晴、青�晴�天ニ相
成候間、櫓の上に揚り海上見渡申処、七八ケ所ニ而汐霧を巻揚、殊之外震動仕申候、同十四日・十五日風吹候得
は、浪鎮候故何れも寄合相談仕候ハ、ケ様成流船ニ相成候而ハ、何時陸地へ流付可申も不相知候間、粮米ハ勿論、
諸色倹約いたし、可然先以一日ニ壱人ニ付粥弐膳ツヽ
給可申、水は粥水ニ用候より外ニ用ひ不申様申合、其後ハ一
日ニ二膳宛粥たへ居申候、同十六日北風ニ而」西へ走候処、同十七日ハ西風ニ替り候故、東へ流候よし、同十八日
風替り西へ走、夫ゟ日夜風替り候得ハ、大風無之、同廿五日迄何国とも無走流候、同廿六日、船頭申事ニは、最
早越年近相成候所、大晦日ニは飯を焚、又元朝ニは餅を搗、年�歳�徳神へ奉献祝可申哉と咄し候ヘハ、賄親父申様ハ
左様致候而ハ、両度米五六日余喰込候間、其義は延引可被成候、何れも斯疲之身、緞�縦�陸地江近寄候共、飯米無之
上ハ、陸地見定なから飢死の事も無覚束候間、年�歳�夜は格別飯を焚、元日ゟは定之通粥
ニいたし可然と申」候得
ハ、何れも得其意候、十二月廿七八九日浪風無御座心豊ニ越年仕申候、
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一、安永四年未正月元日ニは暑気甚強ク、全躰土用中之身持之様成か所へ漂流仕申候、同六日寅風少吹、同七日八
日北風
ニ替り風波鎮故、魚釣抔致候処、しひらと申魚六本釣揚悦申候、数日食物に飢罷在候ヘハ、珍敷骨頭迄
無残たへ申候、同九日十日北風少吹、同十一十二日風無日和能候処、十三日ゟ十六日迄西大風高浪ニ而流候ヘハ、
此度ハ一命無之者と皆々
心得候へ共、せつなき時の神頼」とやら一心不乱に仏神祈り候ヘハ、寅風に替り西へ
走り候所、楫竪
ニわれ候故、手綱
ニ而結付、漸々
難を凌流申候、同十七日戌ゟ吹風に流申候、同十八十九廿日日
和能風も無候、同廿一日丑風ニ而西へ走、廿二日寅風ニ而流、同廿三四五日ハ辰巳風ニ而走、同廿六日戌亥大風高浪
船中へ打込れ、最早沈船
ニも可相成哉と皆々
動転仕候処、夜の八ツ時より風鎮まり安泰仕流申候、同廿七日八
九日迄一向風なく青�晴�天故、魚釣抔仕流申候、同晦日四つ時分ゟ是迄覚無之雨大風大高浪故、船へ多分浪打込候
故、此度船者存命難成」難風高浪と面々
覚悟を極メ、沈船今か後かと仏神祈る心も無、死するを相待居候処、
暮時ゟ風やミ浪鎮り申候ゆへ皆々
蘇生いたし申候気持ニ而、甚悦申候、二月朔日西風ニ而東へ流候処、全躰六月土
用中之大暑之如ニ而、扨々
迷惑仕候、此所ニ而日乃出入を見るに、海中ゟ出、海中へ入と見へ申候、日出之節ハ差
渡し大きさ六七尺、入日は三尺程
ニ見得申候、其所海水色ハ濃きあい色に有之候、同二日ゟ五日迄子丑寅風
ニ而
西へ走、同六日風和らき、同七日ゟ十日迄同風大高浪
ニ而船へ大浪打込申候得共、兼
而死命覚悟之事ゆへ」余動
転も不致居候内、浪風鎮申候間、四方を詠���候へは、申酉之方
ニ島山見得候間、船寄申度仏神へ祈候へ共、汐早
く風は一切無之、船寄兼候内、同十一日丑風
ニ替り南へ走候故、昨日見付候山見隠し候故、何れも力を落し申
候、同十二日ゟ十五日迄辰巳風ニ而流申候、同十六日ゟ廿日迄一向風無、ぶらりくと流申候、同廿一日ゟ廿五
日迄、寅卯風ニ而流申候、同廿六日ゟ廿九日迄、亥子風ニ而走申候、夫より三月五日迄大風浪無漂流仕候、
一、三月六日明方ゟ大風高浪ニ而西の方へ流候処、殊之外霧」深く、東西南北見わかり一向無御座流候所、海色赤
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ク温る所へ流行申候へハ、浪の声聞へ候間、陸近き所にも候哉と沙太�汰�仕候処、霧も上り四方を見渡し候ヘハ、
島山程近き所
ニ見得候間、何れも悦、疾���船寄可申と情出し漕寄候処、底岩へ船を乗揚、詮方なく伝馬を落し乗
移らんと沙太致候へ共、皆々
疲果、早速落兼候内乗揚候、船片通り候を幸と伝馬をおろし、船頭佐五平病気、
長右衛門足痛ニ而歩行成兼候を、漸伝馬ニ乗せ、銘々
諸道具、喰残飯米壱俵伝馬へ積、皆々
乗り移、島根へ漕寄候
而」諸道具を揚、夫ゟ飯米壱俵あけ候処、取はつし海中
江落、何分取揚可申様無之、皆々
力を落申候、外
ニ可給
もの何成と無御座、其上伝馬船ハ彼是間取候内、浪
ニとられ沖の方へ流行候ヘハ、船の住居ハ是迄なりと、此
上ハ此島の人家尋可申と申合、島中尋廻候へ共、岩石斗有之、木之類とても無之、尚人家一軒も無御座候、
皆々
���果、只忙然と立ならひ居り申候、扨又四方海上詠候処、此島より西南
ニ当り陸地のようふ成所遠目に見
へ候得共、伝馬船ハ浪ニ引流、元船へ乗移可申様無之、又飯米ハ」海中江沈め候ヘハ外ニ給へき品なし、全此島ニ
而餓死ゟ外無之迚、何れも無言ニて十�途�方ニくれ罷在候、尤命はなきものと兼而覚悟いたし居候へ共、斯陸地に踏上
は若も助命の事もやと一時悦候迄、喰候事なけれハ詰り餓死ハ当然と皆々
感涙におよひ、我人の顔を詠、砂場
に倒臥居候、折節風波鎮り候間、寝����なから海上見渡し申候処、小船壱艘水上沖に見得候間、皆々
を揺り起し見
届申処、船に相違無御座候得共、遠沖の事に候へは、何方へ走候も見へわかす
��脱��候間、皆」能々
気を付見申所、
此島の方へ漕寄候様
ニ相見へ候処段々
近寄候、帆ハ莞���筵の様に見へ候間、若や我か朝の流され船にも候やと何
れも招き候へは、程なく近寄候処、日本船にハ無御座候へ共、尚招き候ヘハ、間もなく島根
江着船候、帆ハ莞
筵と見得候処、竹のよふなるものニて組候帆ニて有之候、其後帆名を承り候処、莞筵帆と申候由、右帆の真中へ
眼のよふ成形、墨にて書候、舟人五人乗
ニ而候、其船へ乗候上ハ、如何様成所
江連行候も不相知候へ共、島住居
にてハ餓死相待ゟ外無御座候間、」願ふ幸ひと船はたに立寄候へハ、我々
を恐レ逃行様子ニ相見へ候間、何れも
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一同手を合せ、乗て、助て呉候様、色々
頼候得とも、一円通し不申候間、日本人なりと紙に書見せ候
而、色々
仕形致候へは、合点仕候哉、身々
の袖を引申候付、何れも右船に乗候処、船頭佐五平・水主長右衛門病気
ニ付
乗兼候を、五人のもの共神妙介抱致し船に乗申候、其上粥を焚かに湯にて候迚、何れもへ振舞申候、其船猟船
と見へて釣道具・網抔有之候、其日暮時分ゟ其島乗出、大風
ニ而走、其夜八ツ時ころ、」かいせへふうと申唐�処��へ
着船仕申候処、壱人陸へ上り、残四人我々
に付添船に居申候、夜明候て唐人袖を引申故、皆々
陸へ上り申候所、
其場所より弐拾間程参り、三間程成堂の如成る家へ入申候、其内に高サ五尺斗の女姿の木像五躰有之候、先ニ壱
人上候もの、五つ時輿を弐つ持せ参候、是ハ佐五平・長右衛門病気の趣ニ付乗せへきためと相見へ候、然候処、
見物唐人大勢群衆いたし、われく共の袖を懐�引脱��へ手を入れさくり廻し、又ハ衣服の表裏抔撫で廻し申候、中に
供の者弐人召連候唐人、我々
へ銭百文」宛呉申候ヘハ、大勢見物の唐人廿五文・七文・弐拾文・三拾文宛思ひ
くに呉申候、銭取集取究候処、五貫七百六拾三文貰申候、右銭錦乾通宝・唐�康��煕通宝と表字也、是また日本の
四文銭程の大きさにて、殊の外見事なる銭
ニ御座候、水主兵吉、堂の外へ出候ヘは、菓子売居候を見物仕候ヘ
ハ、菓子売、菓子を呉候へは、その辺に居合候唐人共何れも菓子呉候故、両袖壱はへ
�一杯�貰申候、其味ひ甚甘き菓
子ニ有之候、尚又煙艸呑申度由仕方いたし見せ候へは、唐人とも煙草吸付呉申候、此所楓恵とも唱申由追々
承」
申候、佐五平・長右衛門輿に乗せ、三月七日此所出立、壱里程参候ヘハ、往還と相見得申処へ罷出、在町有之
候処、様躰日本同緒�様��ニ而、見世店・茶屋等も有て、飯ハ壱膳五文、粥壱膳三文宛にて買申候て給申候、併���通し不
申ニ付、何品ニ而も自分に取て給、代銭相払申時ハ手にて仕方いたし候而相払申候、夫ゟ六里程参候処、日暮に及
ひ、尚草臥申候間、宿付休ミ申度と色々
仕方致相頼候へ共、其事通し不申候哉、宿付不申故無是悲�非�参り候処、
大き成る屋敷の家へ入れ候へ共、人壱人も見へ不申、不審に存候処、役人と」見へ候者壱人参り、我々
に向ひ
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何か問ようふ
ニて候得共、一向通し不申、又我々
申事も尚又通し不申候間、存寄を仕形仕候へは合点仕、長屋
様成所三間四方程惣躰七間
ニて鋪�敷�物無之候間、敷ものかし候様仕形仕候ヘハ、しゆろの毛
ニ而織候よふなるもの
壱枚持参仕ル処、壱枚ニて家壱はへ����に間に合、夫を敷休申候、賄ニは豬��・羊���・���・鶏玉子之類給申候、
一、三月八日朝飯後、輿弐ツ持参り候間、佐五平・長右衛門乗せ何れも出立候処、昨日参り候道戻り候間、是は
途中ゟ脇方
江別候道も有之候哉と存候処、何方迄も同し道連」帰り候儀心得かたく、仲間
ニ而相談仕候は、昨日
参り候道連戻候ハ、定
而元之島へつれ行捨可申哉、何分難斗候ヘハ、送人に構なく我々
は昨夜泊り候方へ参り
可然と申合、輿を先に押立、元の所へと戻申候て、其夜ハ右の所に泊り申候、翌九日、大将唐人と相見得、朝
五つ時供廻り弐拾人程召つれ来、我々
共へ向へ何か相尋候様躰ニて口を立候へ共、不相訳候へは、答不致候処、
書面差出し見せ候へは、是以一切誦
メ不申、又ハ我々
申事も通し不申故、仲間之内兵吉と申者斗誦書いたし候
間、」漂流の次第左之通書認め見せ申候、
我々
和国人也、去十二月中、大風大嵐ニ而吹流され、今三月七日、是より東北に相当り候小島へ流着、陸
へ揚候、跡にて俄大浪に船打破れ、詮方無ク罷在候処、かへせいふうの猟船漕寄候間、則船へ乗移、右
同所揚り、夫ゟ段々
送れ
����、此所迄参り候間、御慈悲を以日本へ帰り申様御願仕候、
右之通相調見せ候へ共、唐人共訳兼申躰候処、如何」吟味仕候哉、送人四人相添候間、其所出立申候、此送人
共、殊之外叮嚀にて歩行成兼候もの介抱仕送り申候、道筋にハ我々
見物人大勢群衆仕候、道筋町々
結構
ニて、
見せ店・茶屋場の様子日本同様ニ御座候、飯壱膳五文、粥壱せん三文、酒壱合四文ニ候処、色ハ茶色ニ而木之実の
よふ成ものを入相用ひ候間、薬のにほひ有之味ひ不宜候、乍去、町々
にて飯酒を給、往還仕候、夫より四五里
参候ヘハ、莆田と申所へ参着申所、町入口に高サ弐尺斗リの石門を通、町場へ出候所、江戸表本町通」よりも家
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作結構
ニて家柱ハ青黄赤白黒の塗木にて建並申候、中にハ白木柱の家作も相見へ候、誠に堂宮のよふにて見事
なる事ニ候、夫ゟ町中ゟ塗木柱の門ぬけ申候得は、扣ひ居候様手扱仕候間、暫扣居候、此所ニ諸吟味所と相見へ
候所役人参り引立、大きなる役場へ連立候、是又全躰江戸表御勘定所白洲之様成所へ出申候所、構へ仰々
敷、
鉄砲拾挺斗錺り置、役人と相見へ拾弐三人罷出、床机之様成ものに腰を掛、我々
に向へ高声
ニて何程尋候事に
候へ共、一言も相訳り」不申、又我々
申事も聞請無之、顔と顔見合せ候迄
ニて役人引立申候、楓恵ゟ身送候も
の共、右役人共と出合之上、此所ゟ帰申候、右役場ゟ少行、傍なる土蔵の様なる家へ入置、番人付置申候、扨
又賄之儀は、前之通豬・羊・豹・鶏玉子、其外青物類何やら色々
打交
江料理いたし呉申候、飯は弐度、粥壱度
宛賄申候、飯は大なる瀬戸鉢へ入、面々
盛り候、又菜も瀬戸鉢へ入合たせにいたし差出候間、拾六人寄合
ニ給
申候、段々
唐人共飯給方見申候処、菜は諸品相交へ六人位迄寄合」給申候、飯給候には、腰掛へ腰を掛給申候、
唐ハ都
而家の内土間にて腰かけ斗用候、万物煮焚申
ニハ、平釜のよふ成もの相用申候、鍋と申ハ一切無御座候、
炉も無之、へつい斗相用申候、扨又、翌三月十日朝、面通り見晴し候処、十四五間相隔、廿間四方程の場所廻
り、石垣ニて大門有、又外廻りハ大堀ニ御座候処、石塀の内家作り無之候、其後朝飯給候後、鉄炮を打、笛を吹、
鉦・大�太�鼓をならし大勢ニ而おふと声かけ参候間、何事哉と見届候処、大勢之内、大将と見へて美々
敷装束にて道
具をもたせ、門之内へ」入候処、間も無、我々
呼懸候間、早速門の内へ入申処、大将唐人正面の腰掛に直り候
処、其丈ヶ六尺以上、面躰共ニ大きく相見へ候、然処、罪人と見へて首を板ニて挟ミ鎖付置候もの大将役人の前
へ引出候処、咎の次第吟味と相見へ、高声口立申処、咎人何とか答致候由、大将の左右に扣へ居候役人、帳面
へ答留置候趣、扨又咎人の後ろに机の様なるものへ見事なる打鋪をかけ、色々
のもの飾り置、左右に蝋燭を立、
右飾りの内長
サ壱丈斗りにて五色のはた十本立置候内、壱本取り罪人に打つけ、則引立」何方へか連行申候、
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跡にて我々
を引立、大将の前へ置候処、大将の左右ニ居候役人、弐尺四方斗の紙へ全躰御経の様に真字ニて書付
申候を私共へ見せ候へとも、責て一字も読メ不申故、仕形を以私共和国ゟ漂流仕、此所江参り候間、御恋悲を以
日本
江罷帰申様、手真似に仕頼候へ者、聞澄申候哉、側なる役人引立、元の土蔵へ入申候、其上三月十四日迄
逗留仕、同日朝飯後、大将役人弐人参り出立之趣仕方仕候間、出立候処、拾六人共に輿に乗せ着替等ハ面々
の
こしに結付、我々
壱人
江唐人壱人宛付添、大将唐人」供廻り大勢前後に並び、道中賄弐人付添、惣人数五十人
斗
ニて参候処、前之通大筒打、笛を吹、鉦・大�太�鼓を鳴らし、道中賑敷通申候、扨又、道筋の見物人数千人群衆
仕、広き海道に候得共人を押へ、漸通申候、其日ハ八つ時過ニ七り�里�程参候而、江口と申所へ泊り申候、翌十五日、
此所未明
ニ出立、弐里程参候へ者、宜敷町場へ参着、結構なる茶屋場
ニて朝飯給、夫より五六里程参り候ヘハ、
福州と申所へ参着申候、此所領分と相見へ、町入口に我々
共扣させ、送り参候大将唐人の内出行申候ハ、我々
引渡のため其所役人へ参候哉、」間も無、其所役人弐人参りわれく共引立、暫参候処、大成寺へ案内仕候間、
則此所へ泊り申候処、役人供廻召連レ罷越シ、手道具等相改、我々
壱人
江番壱人宛付置申候、扨また莆田より
送り来候大将唐人之内壱人、外
ニ賄役唐人弐人相残、其外送参候もの共皆々
帰り申候、翌十六日出立候処、前
之通銘々
を輿に乗せ、役人弐人付添送り申候、此所送方
ニハ鉦・大�太�鼓打ならし不申候、夫より町在通り申処、
諸見世店・茶屋等宜敷、飯酒粥等も前々
直段通にて給申候、夫ゟ道法六里も参候後ハ日暮申候間、在郷」槓口
と申所に泊り申候、此所福州領分
ニ候哉、所の役人出合不申候、是迄送り参候役人・輿舁共に同宿仕、翌十七
日明方、此所出立、小道拾里程参り候ヘハ、田畑沢山
ニ相見へ申候処、稲苅も有之、又田植も有之候、是又都
合いたさざる仕方と存候間、其訳役人共仕形を以相尋候処、壱ヶ年
ニ三作仕候由、手扱
ニ而教へ申候、左も有へ
きや、三月十七日ニ通り候処、稲苅取候ヘハ三作仕候儀尤ニ候、扨又稲籾剥見申処、米ハ長ミにて大粒ニ御座候、
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米怔�性��日本同様
ニ而候、麦も三作の由
ニ候、畑耕作の品も大形日本同様
ニ候、」町場茶屋にて昼飯を給、壱里程行候
ヘハ、瀬早き大川有、幅五十間程、深き事海底のことし、此川帆懸船ニ而渡申候、夫ゟ三里程の合�間��田畑多く御座
候、夫ゟ大川有、橋幅弐拾間、長
サ弐百四拾間、但し壱間七尺也、橋中
ニ橋長
サ門�間��数、其外品々
書印候、高札有
之候、勿論橋中
ニ茶屋、諸商ひ見せ、又は手つま・のそきの見せもの有之、至
而賑敷相見へ申候、此所
ニ四方往
還筋出合の所にて、往来の人多々
通融仕候由、川にハ大小の船数百艘掛居申候、其橋通り抜
ケ、間もなく福州
と申所へ参申候、」町入口に遠見櫓有之候処、切石ニ而畳揚ケ、上ニ者大筒・石火矢に飾り置申候、門を通り、夫ゟ
門四つ通り候ヘハ、役人の前へ罷出候処、暫扣させ置候処、役人と相見へ両人罷出、様子相尋候様に御座候得
とも、是以一言相訳り不申、勿論われく共申分も尚又通し不申候得ハ、其上の問尋も無之候
而、法海寺と申
大寺へ案内仕り留置申候而、番人拾人付置申候、此寺客殿拾四五間程ニ而、翠簾を懸ケ置候ゆへ、内の様子ハ見へ
不申候、前に拝殿の様なる所有、四方の囲は長屋作ニ而、其内に留置申候、」右拝殿二階の内ニハ、昆�毘�沙門の様成
木像六躰御立被成候、此寺ニ出家壱人も居不申、俗ニ而老人夫婦、子供弐人の住居に相見へ申候、此所家作惣躰、
瓦葺ニて詰�結�構成る場所ニ候、見世店・諸商物見事ニ而言語ニ難絶し候、同十八日役人参り、手道具不残相改候上、船
頭佐五平・水主長右衛門腰物取上申候、尚又大将唐人壱人、供廻召つれ、其上陳八官・蔵�龍��官と申通じ�詞�弐人同道
ニ而罷越候処、右通し�詞�我々
共の様子委く相尋候間、始終の様子有躰口を揃へ咄候ヘハ、時分を見合国元へ送戻可
申趣、依之緩々
逗留いたし居」可申段申付候間、皆々
嬉しさ身
ニ余、感涙を流し悦ひ申候、扨又船頭佐五平ハ
漂流中ゟ痳病ニ而御座候へ共、薬用可致様も無之参り候処、此所ニ而通し人相願、療治致度趣咄候へは、早速医師
を呼寄せ申処、佐五平手を和らかなる物へ乗せ置脉を見て、暫長命艸を呑、折々
ハ目を洗候て工夫仕候躰
ニ而、
佐五平腹を両手
ニ而能々
さくり見て、書物
ニ向、薬方を書出し候を、取寄数おふき品加減いたし一包仕候処、我
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朝の十四五貼程を壱貼
ニ仕、瀬戸の様なる鍋へ入、水わりハ茶碗
ニ而三つ入煎し詰候ヘハ、全躰
の」よふにこ
く相成候を用へ候ヘハ、早速印し�衍�有候ヘ共、其後日増ニ不食仕、身躰痩疲候故、人参相用申度由医師ニ沙太�汰�仕候
処、人参ハ相用かたき病躰之由申候間、無是悲右之薬用にて罷在候処、定業限死病ニ而候哉、三月廿五日夜の四
つ時、病死仕候、行年三十八才
ニ而唐土の土
ニ相成候、依之番人のもの則役人へ死去之趣相届候得ハ、間も無役
人参り、付置候医師幷番人之者
ニ病死之様子細々
聞届口書取、死骸を改帰申候、扨又我々
日本風に死人をかゝ
め置候ヘハ、番人の者参り、かゝ
め候手足を」引延し候
而退候間、又かゝ
め置候ヘハ、又以番人参り引延付居
候間、其上ハ構不申候、然は翌廿六日、死人取仕舞のため唐人拾人参候処、四寸程の厚
ミの板
ニ而横幅三尺斗
リ、
長サ壱間程成棺江ふとんを入候を持参り死人仕末、我々
ヘ懸不申参候もの共取仕舞仕候、夫より寺へ送候趣ニ付、
皆々
身�見�送申候処、六七丁参り候ヘハ墓所有て其所へ穴を堀�掘�置、頭の方高く埋申候、夫ゟ寺へ帰候上、所の役人
より蝋燭・線香幷金銀の箔紙へ船頭左�佐�五平姿を絵に書候を遣候間、夫を飾り一七日供養仕候、其後山」伏の様
成者参り、忌ミ払ひ塩をふり、湯を吹きよめ申候、其上我々
共の頭を幣そくを以て払へ申候間
而帰り申候、然
者所役人参、つれ立少し行別家へ移し置申候、扨又四月三日ニ佐五平墓所へ石塔立候様、役人より知らせ候間、
御参仕候処、高サ三尺程、幅壱尺五寸位、厚ミ壱尺程成る石塔立置候所書印左之通、
乾隆四年
船頭佐五平墓                  此石見事也」
三月廿五日　貞故            
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一、四月十一日、奥州相馬領次郎吉船沖船頭、木戸浜梶平乗水主共ニ五人乗組ニ而難風ニ逢、唐土大麟国と申処へ流
れ着、其所ゟ段々
送届られ、此所へ参候所、我々
と同宿のためつれ参り、都合弐拾人ニなり、賑敷同宿仕申候、
扨々
ふしきの出合と何れも喜悦仕、此所に五月廿六日迄滞留仕罷在候間、日々
近辺へ出遊ひ申候処、此所町数
沢山
ニ而、大
ニ賑敷町場
ニ御座候、家作惣躰瓦葺
ニ而壁の厚さ壱尺斗も可有之哉、しつくへ���塗の様
ニ而、貝から光り有
を入れ塗候故、見事成
ル事
ニて候、勿論」柱は塗木を相用ひ候得共、惣躰土間
ニ而見にくゝ
御座候、居間
ニ曲ろく
の様成物を置、平生腰掛居申候、臥候節者、畳台の如なるへ上鋪仕臥申候、何程の大家ニ而も一方口ニ而戸は観音
開き、所々
窓付置候得共、外ニ戸障子無之候故、日中も暗く候故、行燈・蝋燭を燈申候、蝋燭長サ四寸程、廻り
弐寸位ニ而色赤燈能御座候、都而日本同様ニ相見得候得共、見世店諸商物等、万端見事ニ御座候、扨又町中小路幷
還辺筋共ニ一宇切石を鋪申候故、雨天成とも道の悪敷事無之、通融宜敷御座候、町の鋪石長サ壱間半程、幅四尺
位の石を敷申候、」町幅拾四五間と相見得申候、還辺通の敷石は幅三尺位、長
サ壱間程、道幅ハ拾間位
ニ相見得
申候、扨又唐人食物飯は面々
もり、菜ハ茶椀へ盛り、寄合して車座
ニ居並、畳台のよふなるへ腰をかけ、五六
人宛一所ニ集り給申候、料理には豕・羊・鶏之類、豆腐・青物等相用申候、猪・羊生の侭肉を切取、鶏も生鳥ニ
而腹をさき逆さまに釣置、生身を取給申候、茶ハ色々
有之候へ共、能茶ハ茶椀へ少し入、あつき湯を入給申候、
扨又、韮・人肉
�大蒜�沢山野山ニ御座候故、折々
取参り給申候、瓜・茄子・胡瓜、日本同様ニ御座候、牛房・蒟蒻の類、
見当り不申候、」
一、五月朔日、家の軒へ菖蒲をさし、其上仏神へ参詣之様子にて、大勢行来有之候、同四日之朝、役人ゟ笹巻餅
十、鶏子五つ、煙草壱包、砂糖二斤宛、惣人数へくれ申候、扨又、人柄は日本ゟせい高く、人相男女共宜敷候、
男の髪は頭の上
ニ斗り丸
ク立廻りハ剃り髪の根本を結へ、さきの方くミて後へさけ申候、女の髪ハ前の方少
シ剃
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り、髪ハからわにゆへ申候、但シ娵入不致内ハ髪剃不申候、櫛笄は象牙ニ而、日本同様ニは候得とも、小ふりニ御
座候、 簪ハ金銀花等付候を差申候、女の足手三寸斗、是は四つ五つの頃ゟ足を小よりにてからけ、其上へ履
をはかせちゝ
め置候故、脛はふとく足首斗り」ちへさく見にくきものニ候、夫故歩行すかたよからずゆへ、四五
丁も行候ニは輿に乗申候、中ゟ下の唐人は、平常の生立ニ而、中より上の女斗り右の生立ニて、履ものハ男ハ足袋
をはき、其上へ皮ニ而縫候ものを膝の上迄引廻ニかけ申候而はき、其上へ履をはき、近所歩行仕候、又遠方へ参候
時は、草履をはき申候、惣而足ハ達者ニ御座候、既ニ壱尺廻り程なる石を五六間もけ飛し、亦ハ目の上のものを
け落し申候、女外へ行候ニハ、足袋をはき小サき履をはき申候、煙管ハ我朝の張方ニ違ひなく候へ共、金色別段ニ
而候、喇竿ハ象牙・こくたんの類、長
サ三尺斗
ニ而かん首へ石」突付、枝
ニつき歩行申候、巾着の様なる長命入さ
け申候、都
而小道具ハ腰
ニ下申候、煙草の風味、日本同様
ニ而御座候、衣服は男女共
ニ縫結を着し下候ヘハ、踏込
のよふ成るを着し、是を着し不申ものハ、家へ入れ不申候、女の衣服ハ袖口広く仕立、寒風の砌ハ皮ニ而毛を内
ニ縫候物着し申候、笠傘ハ日本の風ニ拵へ候へとも、見事ニ候、紺色の傘多ク相見へ申候、暑中平常相用申候、男
女共匂ひ袋を懐中仕申候、匂袋長サ弐寸五歩程、廻り五六分����の筒へ見事ニ細工仕候、玉五つ入、平常に懐中仕候、
脇差日本同様長
サ弐尺斗有之を太刀拵
ニいたし、」右の方後腰へさけ申候、脇差さし候もの稀に見当り申候、先
ハ無刀ニ御座候、鬢付油の類無之、艸の類ニ而牛の角のことくにて葉も有之枝三四本付候草を庭江植置、入用の節
ハ手折候、口より油のよふなる汁出候を鬢へ付候ヘハ、艶能、〆りも能見得申候、扨又商へもの都���肩に懸売買
仕申候、木綿幅壱尺七八寸有之候を、壱尺拾弐���之 �宛文力�売買仕候、�秤��ハ日本同様
ニ御座候、湯屋ハ屋根迄切石
ニ而組
立申候、湯銭は唐人壱之�文��、我々
弐文宛取申候、衣類ハ壱人前宛箱ニ入、錠をかけ、鍵は湯守預置申候、髪結床、
日本同様、結賃七文」御座候、剃刀ハ竹
ニ而柄を付相用申候、扨又娵入見申候処、娵ハ輿
ニ乗せ、女斗五六人付
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添、高桃灯四つ松明二つ燈し、松明燈、残り消もせす其侭
ニ而町中へ捨置申候、是ハ家作瓦葺、海道ハ敷石故、
兼而火の用心不致事ニ相見へ申候、夫ゟ娵入の家へ五人連ニ而参り候処、娵は曲ろくのよふなるものへ居申候、付
添の女ハ畳台のよふ成物
ニ居申候、男女唐人共集居、殊の外賑敷相見得申候、我々
共へも色々
の料理
ニ而飯呉申
候得共、立寄候砌も立帰候節も式札不致、人外成事
ニ存候、扨又馬ハ耳長
ク尾至
而短
ク、蹄二
つにわれ申候、是ハ
乗馬斗」
ニ而駄馬ハ日本同様
ニ御座候、丑も日本同様
ニ候へ共、格別大
キく候、鳥ハ日本
ニ無之鳥とも不断
ニて、殊
之外見事
ニ御座候鳥ハ日本同様
ニは候得共、首の廻り白ク御座候、扨又女の機織候を見申候処、日本の様
ニ腰を
かけ織候得共、諸道具ハ別段ニ御座候、
一、定芝居御座候間見物
ニ参り、様子ハ相訳
り不申候へ共、装束等ハ結構成事
ニ御座候、木戸銭取不申故、日々
見
物ニ参り申候、又遊女町も有之候間、此所へも参候処、随分い���つくしき女ともニ御座候、切見世も有之候間、見
物仕候処、全躰江戸同様にて、壱間位宛切々
壱人宛住居申候、是又路地を通り候者」押へ、懐袂へ手を入候
而
さかし、銭無者ハつき出し、銭有ものハ引込申候、万端、趣向日本の様子
ニ違ひ無御座候、仙台人の内兵吉と
申者年廿八才ニ而、器量骨から宜敷生れつきニ候処、遊女町へ折々
かよひ候処、たゑ川と申年十七才の女ニ馴染候
処、彼女殊之外気を寄、一両日も不参ニ候得は人を遣、又ハ夜ニ入しのひ参り候、依之別れの節ハ泪を流し、以
之外名残を惜ミ候、誠ニ皆々
女かわゆくおもひ、共ニ泪に暮申候、
一、五月廿六日、大将唐人弐人参、鰹ふし八つに銭百文宛呉
レ申候、其日法海寺出立候処、役人弐人通し弐人付
添、二里程参り」候ヘハ、船場へ参り候、夫ゟ海上渡ニ而、大勢船越参船乗候へ共、風様悪く出船成兼、滞船仕
申候、此船七百石位積船ニ而、水主廿三人乗組申候、翌廿七日、此所出帆仕候処、島山の間斗走候処��、方角聊も
相知れ不申候、同六月十三日迄日数十六日
ニ而、漸南京の内術口と申処へ着船仕候へ共、大風
ニ而陸揚相成らす、
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翌十四日陸へ揚、沖の口と申番所ニ而改を受、福州より送参候船ハ是ゟ戻申候、夫より役人参り、大家�へ案内仕
留置申候処、賄悪敷、給兼候間、自分賄相願候処、願之通相添候間、夫ゟ自由ニ諸品野さへ相調給申候、」尤番
人も付居候へ共、此者共
ニ諸品買求させ候へハ、高直
ニ相求候間、我々
自分
ニ相調給申候、此所町場宜敷、見世
店・茶屋場等日本同様ニは候へ共、万端共ニ宜敷相見得申候、都而唐ニは味噌ハ無之、しやうゆ斗相用申候、扨又
六月十七日、結構成蚊屋四張御渡
ニ付、壱張へ五人宛臥申候、同廿一日、御役人よりからつと申もの壱宛被下
候、同廿九日浅黄色の帷子壱枚宛被下候処、我等持合の帷子見合、其通
ニ仕立被下候、扨又術口の海辺ハ遠浅
の所
ニ而、汐干の節ハ船掛場迄陸
ニ相成候得ハ、船
ニ荷物積置候
而も障り無御座候、日本
ニ而」汐みち候時ハ、術口
海辺汐干ニ相成候、汐満干壱丈四五尺の事ニ候、此所船着ニ而、諸国の船数千艘出入有之候場所ニ而、殊之外賑へ���申
候、七月七日、唐人共礼廻りと相見へ、大ぜい往来仕候、同日晩ゟ燈籠を立、所々
へ火を燈し、又ハ町中へ大
文字ニ書候幡を立候、長サ壱丈五六尺、幅壱尺六七寸有之候、幡の次第左之通り、
南無観世音菩薩
南無西方極楽世界阿弥陀仏
南無地蔵大菩薩」
一、七月十二日ゟ十五日迄、我々
居候近町へ仮屋を立、内ニはまんたらのよふ成物をかけ、施餓鬼供養と相見へ、
出家衆弐拾人斗
ニ而経をよミ、鉦・大�太�鼓・半鐘打ならし笛を吹申候故、面白拍子
ニ御座候、右参詣の諸人大勢我
等を見物
ニ参り、やかましく御座候間、戸を立、見せ不申候ヘハ、番人相願、戸を明させ大勢遠慮なく押込候
間、眼へ角を立、高声ニ而叱り候へ共退不申故、其上は構不申候、此所ニ而子供の名をでんかと呼申候、女夏装束
ハ薄物四五反宛重て着し候得共、肌迄透通り申候、例之通男女共ニふん込を着候処、」冬は布綿、夏は薄物ニ候、
197
松本・龍崎 近世三陸の海における領域と境界（１）
―横浜市立大学所蔵『徳兵衛・佐五平渡海記録』の紹介を通じて―
扨又、大勢寺参ニつれて、我々
ニも観音寺と申寺へ参り候ヘハ、出家衆弐拾人余相見得候処、私共を見かけ呼込
候間、寺へ入候処、茶菓子等振舞申候、其後節々
之迎の者遣候間参り候処、碁を打候様勧メ候間、遅滞仕候処、
強而勧メ候故、石を十斗り置候而打合候へは、出家衆五六人ニ而助言仕、我々
ニかたせ候而、手を打笑申候、碁盤ハ
こくたんニ而、机の如く足高く、厚紙を張り、夫へ目を盛り、双方腰掛に腰をかけ打申候、碁石は練ものゝ
様にて、
黒白共
ニ上の方盛高く、下の方平
ニいたし候、勝負は」日本同様
ニ御座候、又出家衆何歟書候様望候間、兵吉と
申者、百人一首の歌を書見せ候へは、出家衆殊之外賞翫仕候、其上出家衆、手跡望候へハ、詩を書くれ申候、
其後かるた慰ミ勧め候処、かるた数八拾枚ニ而絵の模様別段の由、尚又打方相訳り不申故交り不申候、
一、七月十六日ゟ晦日迄、男女寺参り、猶又大勢有之候処、女ハ寺ニ而振舞有之様に相見得申候、兼而女は私共へ近
寄不申候処、其日限り無遠慮近寄、袖袂ヲ引、尻抔たゝ
き見物仕候、
一、八月朔日
ニ日そ�日食�く有之、四つ半時子ノ方ゟかけ初
メ、卯之方
ニ終候、」官人と見へて高所
ニ机を置、香を焼拝礼
仕候、町人も表へ机を出し、香を焼き拝礼いたし候、依之我々
も手を合、拝礼仕候、扨又八月朔日ゟ芝居有之
候間、日々
見物
ニ参り候処、爰元
ニ而も木戸銭取不申候故、気遣なく見物仕候、装束等至
而見事なる事
ニ御座候、
惣
而芝居之類、祝儀又は法事抔の節買切
ニいたし相催申候、此所田畑沢山
ニ候処、稲は五月苅取候、其跡へ則植
付候
而、九月苅取候、爰元ハ壱ヶ年ニ二
タ作取申候、田ハ丑
ニ引せ申候、鍬・鎌等の拵へ、日本同様
ニ而候へ共、
格別宜敷相見へ申候、扨又杉木、始」終
�
�
見当り不申候、松は日本同様
ニ候へ共、ミとり丈ヶ六七寸位
ニ而
三本宛そたち申候、又竹ハ廻り壱尺三寸斗ニ而、厚ミ壱寸余も可有之候、依之諸色荷ひ掛ニは割竹ニ仕相用ひ申候、
扨又爰元猟船は千石積位の船へ小船六七艘ツヽ
積候て沖へ乗出し、小船を落し諸魚沢山
ニ取れ候ヘハ小船へ積
???
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込、脇国へ売
ニ遣申候、又唐人共顔を洗ひ、口中
ヲすゝ
ぎ、其水
ニ而足も洗、大小便の穢を洗候
而、扨々
むさく相
見へ候間、通じニ承り候ヘハ、水を大切ニいたし候故、右之仕方ニ候と申聞候、」
一、十月十一日、壱人
江木綿わた入羽織壱つ・木綿ふとん壱つ宛、役方ゟ被下候、水主彦四郎儀ハ、船頭病死之
後船頭替り相勤居申候間、別段装束品々
左之通、
一、表黒、裏ハぬめの𥿻羽織一　　　　　　　仮船頭彦四郎
一、表砂�紗�綾、裏萌黄ぬめ綿入一ツ
右同人
一、木綿わた入羽織、表御納戸茶とろめん、裏木綿水主拾人
茶は壱ツ宛
一、表裏藍鼠木綿布団一ツ
同人共
右
�
�
�木綿幅宜敷、日本の十幅位を七幅ニて仕立て申候、至而品宜敷御座候、」
一、十月廿日術口詰の大将交代
ニ而御出立候間、罷出平伏仕候、御供人数大勢
ニ而幡を持せ、せつかん棒とやら長
サ
八尺斗有之ものを持せ、大将輿に乗、大団へ柄を長クいたし差懸させ、暑の時分ハ其団ニてあをき申候由、鑓・
長刀等ハ御座なく、供の内ニ腰のものさけ申もの五六人、其外無刀ニて笛を吹通申候、中ゟ上々
官ハ陳八官・龍
官サシヤチレタアラロヤ抔と唱ひ申候、水主の内兵吉事、へんきと呼申候、然は三�十一��月十五日朝、私共御役所へ
御呼出
ニ付、罷出候処、大将役人御出席之上、通じ以」被仰候は、日本へ可送届候間、左様相心得可申由被仰
候間、難有承知仕候、尚又銭三貫文、外ニ白砂糖壱包宛、菓子五包皆々
へ被下置候、此所ニ六月十四日ゟ十一月
十七日迄滞留仕、翌十八日出立仕申処、是より肥前の長崎ヘハ海上渡候上、直々
大船ニ乗出船仕候、此船の長サ
??
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弐拾壱間程、船頭・水主
ニ而八拾三人乗、帆ハ竹をへきたるよふなるもの
ニて組候もの
ニ御座候、帆柱三本相立、
中柱は長サ八丈程、前後ハ五丈程、碇は弐頭、是は木ニては候へ共、此木と申ハ安南国より相求候由、右安南国
ニ而渡海の砌、まれ
ニ有之を」拾ひ取候もの
ニ而、至
而直段高直の由通し申聞候、夫ゟ渡海仕候所、風様悪敷走兼、
まきり船抔いたし、あちらこちらへ走行、順風相待候へ共、宜敷風合も無之、海上日数廿弐日迚、漸長崎へ着
船仕候、長崎より南京迄の里数遠近の分ヶ他言申間敷旨、長崎御奉行ゟ被仰渡候へは、広ク沙汰不相成候へ共、
仙台石巻ゟ江戸表へ参候ゟハ遠く、亦同所ゟ大坂迄参候ゟハ近く可有之趣、蜜々
咄仕申候、其日は船中ニ泊り、
翌十二月十三日御番所ゟ船被差出、唐船へ付候間、則唐人も我々
も乗移り申処、船の穂の」方へかたつけ被差
置、船の真中へ毛筵を敷、硯蓋の様成ものへ外道仏とて御長
サ壱尺斗の仏を置、唐人・日本人共に不残其仏を
踏せ、壱人宛船の表へ召遣候、夫より我々
共の衣類・諸道具御改上、惣身をさくり廻し候
而、又小船へ乗せら
れ、直々
白洲へ被召出、御吟方味
ニハ其方とも何方之物共
ニ候哉、如何様の訳
ニて唐国へ参り候哉、於唐土切支丹を
すゝ
められ、不思儀成事を習候哉、勿論此方ゟ武道具之類持参不致候哉、又ハ唐国
ニて申合参り候義も有之候
哉と、御奉行柘植長門守様被遊御尋、」有躰可申上旨仰渡候故、漂流始終無残所申上候ヘハ、御聞澄有之御引
取被成候、跡
ニ而持道具悉
ク御尋被成候へ共、衣類等御構無御座候、夫ゟ面々
名前・歳、寺ハ何宗と御尋候上、
御書留被成、揚屋住居被仰渡候間、直々
揚屋へ参候処、全躰牢屋同然
ニ候得共、鋪物も有之、朝夕の給もの一
汁一菜
ニ而、壱ヶ月
ニ百文宛小遣銭被下置候、湯水・火等之儀ハ自由
ニ被成下、八月二日迄同所住居
ニ而罷在候処、
同日御領主様御引渡相澄、夫ゟ町宿ニ同月八日迄逗留仕、同九日長崎出立、八月十五日豊前国内浦と」申所へ、
海上五拾里乗船
ニ而着仕候、此所
ニ泊
り、翌十六日内浦ゟ海上道法壱里半参り、長門国下の関
ニ泊り、翌十七日同
所ゟ船弐艘
ニ而出船仕候、下の関ゟ大坂迄海上里数百三拾里
ニ候処、乗船之日ゟ七日目八月廿三日大坂着船仕、
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同廿六日同所出立、甲州通り仕、九月四日江戸着仕、御領主様御上屋敷御使者住居長屋
ニ被差置候処、同十四
日迄逗留仕候内、姫君様唐土の様子御尋被遊候故、細々
申上候、同十五日江戸表出立、同廿四日相馬・仙台へ
下着仕申候、夫ゟ御城
江被召出、奥御対面所御白洲
ニおゐて荒井」嘉右衛門様細々
御尋
ニ付、漂流の次第、唐土
ゟ段々
送被届候様子、無残申上候ヘハ、壱人江金百疋宛被下置候、尚又唐土ゟ貰候品々
御覧ニ入候処、左之通、
一、板行の絵、色々
唐紙三拾八枚
水主
兵吉
一、右同断六枚
同
佐次郎
一、墨跡拾四枚
同
兵吉
一、唐墨　三丁
同
長之助
一、同　　弐丁
同
佐次郎
一、羊の皮壱枚
同
同人」
一、碁石弐袋   是ハ殿様ニ而召上候
水主
長之助
一、喇竿弐本、内
同
佐次郎
一、扇子弐本
同
弥四郎
一、同　弐本
同
金四郎
一、同　弐本
同
茂七
一、同　弐本内   壱本被召上候
同
紋次郎
一、木ノ実煙艸　壱包
同
茂七
一、長命草入壱つ
同
久六
象毛壱本
紫檀壱本
但ひやうたん形
緒〆根付共
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一、緒〆水昌�晶�五つ
同
次三郎」
一、同青玉　弐つ
同
長松
一、同白玉　弐つ
同
金四郎
一、錦煙草入壱つ
同
長之助
一、匂ひ玉幷扇入壱つ
是ハ被召上候
同
右同人
一、蝋石　弐つ
同
右同人
一、煙艸入壱つ、但根付蝋石緒〆共ニ
同
右同人
一、扇子　弐本
同
右同人
一、鏡　二面
同
右同人
一、麻袴  壱下り
同
福四郎」　
一、布　壱反
水主
福四郎
一、象毛�牙�煙草入壱つ、中ニ玉五つ有
同
紋十郎
一、水牛胡枡入壱つ
同
福四郎
一、巾着幷匂袋壱つ宛
同
金四郎
一、浅黄帷子　壱枚
同
長右衛門
一、茶壺五つ、内   壱つ被召上候
同
徳三郎
一、数珠　弐連
同
右同人
一、巾着　弐つ
同
長之助
202
横浜市立大学論叢人文科学系列　2015：Vol.66　№ 2
一、同　　弐つ
同
茂七」
一、同　　壱つ
同
長松
一、同　　壱つ
同
弥四郎
一、火打　壱つ
同
右同人
一、十露盤　弐つ
同
茂七
同
金四郎
一、筆五本
同
兵吉
一、剃刀壱刃
同
佐次郎
一、白唐紙　壱枚、是ハ被召上候
同
兵吉
一、やしほの水呑　壱つ
同
弥四郎
一、眼鏡　壱つ、是ハ被召上候
同
長之助」
一、巾着　壱つ
水主
紋十郎
一、錦薬入壱つ
船頭亡死
佐五郎�平�
一、墨跡四枚、内弐枚被召上候 
同
右同人
右は享和四�三��年亥十月出候儀、仙台領荒浜湊江出役之節、此書読取候処、唐物貰参候名前之内、茂七名付有之候処、幸
へ小廻舟乗組之内、茂七迚年齢成もの船頭仕り罷有候間、若哉此者漂流船乗組之者
ニも有之哉、其儀相尋可申哉と
存居候折節、式日御礼
ニ御陳�陣�屋へ参候間、其趣相糺候所、右流船乗組
ニ有之由申之候、既
ニ安永三年」十月朔日、国
元湊石之巻川口へ出帆仕申処、順風無之、時々
悪風
ニ而何方ともなく漂流仕申候処、詰り唐へ流着、安永五年
申九月
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（
四日、漸国元
江罷帰候由淀悦
����ニ付、一
ト夜陳�陣�屋呼寄せ、前書之通細々
相尋申処、少も相違無御座候、是又直悦
����ニ而様子
委ク承り申処、右書之上ゟ尚日本ニ替り候事共、右之勿論遊女町様子抔、別段面白事而己ニ而、筆紙ニ難尽、本書之通
写置申候、
荒浜出役之節写之某清兵衛」
三十八番リ印  　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「最上
�蔵書印�漆山半沢久次郎蔵書」
（以上、松本郁代）
（１）川合彦充氏は『日本人漂流記』（文元社、二〇〇四）の中で、陸奥国から米が江戸へ船で運ばれた記録は元和六
年（一六二〇）が最初の記録としている。また、伊達藩が米を買い上げ江戸に回送する廻米制度が成立したの
は北上川の河口付け替えが完成した寛永三年（一六二六）以前とみられる、と指摘している。
（２）『通航一覧』には「寛永二十癸未年五月三日、南蛮船陸奥国金華山及び岩城裏に見ゆるよし注進により、其扱
方先に定められしことく心得へき旨、諸大名に令される、然るに此船同国南部浦に来たり、十人上陸せしかは」
とある。同書に記されたオランダ船「ブレスケン号」は寛永二十年（一六四三）五月、日本探検を目的に現在
の岩手県の山田湾に来訪し、上陸した船員が南部藩によって捕縛された。
（３）正保元年（一六四四）に幕府が諸藩に命じて作成した国絵図で、全国六十八か国の絵図を同一の縮尺で作成し
た。
（４）浅野建二校注『人国記』（一九八七、岩波書店）所収。本書は宮城県図書館伊達文庫所蔵の伊東春琳本を底本と
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する。
（５）近世の漂流民送還体制については、荒野泰典「近世日本の漂流民送還体制と東アジア」（『近世日本と東アジア』
東京大学出版会、一九八八）、春名徹「近世東アジアにおける漂流民送還体制の形成」（『海事史研究』五二、一
九九五）で検討されている。
（６）気象研究所監修『日本漂流漂着史料』（地人書館、一九六二）は、十七世紀以降安政年間の開国までに、諸外国
と関わる漂流漂着事案二百十八例を収集している。うち二十一例が三陸の出身者を乗せ、三陸各所から出航し、
琉球を含む諸外国に漂流漂着した事案である。
（７）本文には、「享和四年亥十月」とあるが、「亥」の年は前年の享和三年（一八〇三）にあたる。また享和三年の
翌年は二月十一日に改元され文化年間となるため、暦の上で享和四年十月は存在しない。
（８）本日程に関して安永七年（一七七八）春に成立した『漂海録』（『気象史料シリー
ズ６　異国漂流記続集』地人
書房、一九六四、六〇頁）には「去ぬる安永三年九月」とあり日付に異同がある。
（９）『漂海録』には「御廻米七百七拾三石余を積」（前掲註７書所収）とある。
（10）これはおそらく同時期に中国で遭遇した別の陸奥国出身の漂流民の記録を指していると思われる。
（11）高橋公明氏は海に関する史料が「海に関わる人間について、陸から見た視点で描写している」と、海が語られ
る際、領域意識をもつ権力主体からの視点である点を指摘する（「海域世界の交流と境界人」大石直正他編『日
本の歴史14
周縁から見た中世日本』講談社、二〇〇九）。漂流民の口述も権力に回収されるが、写本が複数残
され、物語となり権力から逸脱する力学は「中世日本紀」的世界と共通する。
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